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1. はじめに 

 近年、地球温暖化やエネルギー問題など多くの課題が挙

がっている中、空調による排熱などがヒートアイランド現

象を引き起こしているという研究報告がある。近代的な生

活での空気調和の方法は電気やガス、石油などのエネルギ

ーに依存した手法が主流であり、各地域に適応させるパッ

シブデザインや断熱を施して室温を適切に保つ造りとは異

なっており、その土地の特性にあった建築構造を用いるこ

とが重要であると思われる。伝統的な住宅はその土地の気

候風土に合わせた造りになっている場合が多く、今後の住

宅計画に応用できる 1)。具体的な例としてネパールのダー

ディン郡のサッレ村の伝統住宅は冬季の寒さに対する分厚

い石造壁、夏季の暑さに対する木造の半戸外空間が備えて

あり、改善ストーブなどで、煙に対する対策をされている。

しかし、近年トタンの屋根の普及による室内温熱環境の悪

化もみられる。 

本研究ではダーディン郡における 6 軒の伝統的住宅の温

湿度を実測し、内外の温度を明らかにし、評価すべき良い

点や改善すべき問題点について考察する。これらの定量的

な分析から、伝統的な住宅の様々な工夫に対する効果を明

らかにすることができると思われる。 

2. 調査の概要 

2.1 調査住宅の構造 

今回の調査対象となっている全ての住宅は厚さ約 50cm の

石造である。壁は厚さ約 20cm の石を厚さ約 5cm の粘土で接

合して造る 2)。1 階は台所兼居間兼寝室、2 階は寝室兼倉庫、

3 階は倉庫として利用されている。 

2.2 測定概要 

 調査期間は 2013 年 2 月 25 日 から 2 月 27 日までであ

る。小型温湿度計を使用して、床付近の気温が床上 10cm、

天井付近の気温が天井下 10cm、室温と相対湿度は床上

60cm 付近で、10 分間隔で測定した。外気温は宿泊施設の

外部で測定した。 

3.  結果と分析 

3.1 1F における室温変動 

表 1 に各住宅の気温を示す。図 1 に代表的な住宅の 1 階

の室温の推移を示す。住宅の平均室温は 19.2℃である。調

理の都度、気温が上昇しているのが推測できる 3)。 

 

 

調理の時間である 2 月 26 日の 8:00～12:00 あたりに、

室温が急激に上昇している。これは結婚式の前日であった

ため、ネパールの伝統料理である結婚式用のパンや食事を

大量に作るために多くの薪を消費したことによるものであ

ると思われる。すなわち、調査した一日目の室温変動が普

段の生活に近い室温推移と予測できる。 

薪の使用量が少ない住

宅では調理時で他の住宅

と比べて、規則的に室温

変動が行われていること

から、この変動が日常的

な外気温に近い室温変動

であることが予測できる

3)。夜間の平均室温は約

17.8℃である。気候風土

に適応しているため一般

的な基準でいわれている

気温よりも低い気温で暮

らしていることが分かる。

夜間の室温は外気温より

約 1～3℃高い。これは石

造壁や土間への蓄熱効果

であると思われる 1)。各

住宅の室温に差はあるが

(表 1)、いずれも外気温よ

りも高い室温変動

がみられているこ

とから、居住空間

として、多少の暖

房効果が得られる。

朝晩の寒い時間帯

も出入り口を開放

されている生活が

みられたため、出

入り口に関する改

善が必要である 4)。 

3.2 1F の上下温度分布 

薪の燃焼に関して問題があることは明確である。天井付

住宅 ネパール 伝統的住宅 

薪 室温 改善 

表 1 各住宅における気温 

平均 SD
室温 21.5 2.4
天井付近 23.8 3.6
床付近 20.0 2.6
室温 17.6 1.7
天井付近 19.6 2.3
床付近 17.0 2.3
室温 18.4 1.9
天井付近 19.6 2.5
床付近 17.3 2.3
室温 17.6 3.0
天井付近 17.9 3.4
室温 18.9 1.8
天井付近 22.9 4.1
床付近 18.4 1.9
室温 20.5 1.6
天井付近 24.2 3.6
床付近 19.0 2.1
室温 18.9 1.8
天井付近 20.9 2.7
床付近 17.3 1.6
室温 18.5 2.0
天井付近 17.4 2.1
室温 19.2 3.5
天井付近 18.1 5.2
室温 18.1 18.1
天井付近 17.8 3.9

SD:標準偏差、B:バルコニー
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図 1 1F の気温変動 
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近と床付近の上下温度差がきわめて大きく、全体の平均で

3.7℃、最大で 20.9℃の差がある。これは ASHERAE ST-

55 の推奨値である 3℃よりも高く、居住者は不快に感じて

いる可能性がある 5)。また、いずれの住宅の面積も 6～10

畳ほどと小さく、薪ストーブの調理時の発生熱が部屋全体

の温熱環境に大きな影響を与えていると考えられる 3)。  

3.3 半戸外空間 

半戸外空間の平均気温は 18.1℃であり、外気温より

0.5℃高い。半戸外空間では昼間に日射が当たるため室温が

上昇し、半戸外空間では開放的な空間であるため、夜間は

外気温度と近い

気温になるため

である。ネパー

ルの山岳地帯で

は半戸外空間を

就寝空間によく

利用されている

が、居住者が外

気に近い気温で

就寝しているこ

とを示している。 

3.4 屋根裏付近における気温変動 

石葺き屋根付近の平均気温は 18.1℃で、トタン屋根の平

均気温は 17.9℃である 3)。石葺屋根付近の気温が外気温よ

りも約 3℃高い。これは測定時の外気温自体が低かったこ

とや曇り日もあったため日射量が少ないことによるものと

思われる。また、石葺の屋根裏付近気温は室温より低い。

これは 3 階の床に日射が当たりやすいことや窓の数が多い

ことから昼間に外部の影響が受けやすいためと思われる。 

3.5 温熱環境の改善手法 

3.5.1  暖房用と調理用の火の使い分け 

図 3 に示すように火の使い分けを提案する。日本の伝統

的建築では暖房の

火を囲炉裏と窯で

使い分けることが

一般的である。こ

れは調理のための

薪の燃焼による気

温上昇を避けるこ

とやそれぞれの用

途にあった設計を

することで機能性が向上することが目的である。 

3.5.2 出入り口の改善 

人が活動することにより、気温が変動することが一般的

である。例えば、発汗や呼吸による湿度の上昇や気温の上

昇である。人が多く出入りしている場合では室温は自然に

外気温と近づいていく。 

これに合わせて、室内外の空気を直接混ざり合う扉と間

接的に混ざり合う扉で使いわけを行うことで、夏季におい

ては気流を取り入れ、冬季においては熱損失を抑えるなど

の工夫する必要がある 5)。この改善を断熱構造の強化とと

もに行うことで、より快適な室内空間を実現できると思わ

れる 4)。例えば図 4 のように、夏季には開放的な通用口で

通気性をあ

げ、冬季は

二重構造の

扉で熱の損

失を小さく

するという

ものである

1,3)。 

4.まとめ 

 本研究では、ネパールの伝統的住宅の春の温湿度を実測

し、下記の結果が得られた。 

1. 薪燃焼が室内の温熱環境に大きな影響を与えており、

調理時の室温上昇がみられた。 

2. 夜間の気温は外気温より高く、石造壁や土間への蓄熱

効果がみられた。 

3. 半戸外空間の夜間の室温は外気温に近く、居住者は低

い温熱環境で就寝している。 

4. 伝統的住宅の温熱環境を改善するため、換気、火の使

い分け、断熱化と気密化に関する定性的な提案を行っ

た。 
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図 2 半屋外空間と室温の気温変動 

 
図 3 火の使い分けの断面図 

 
図 4  出入り口の改善想像図 
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